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麦の生育は早くなっています。 

今後、積極的な追肥を行い、生育量を確保しましょう。 
 

 
＜気象経過＞ 
 
○気温 

11月以降高温傾向が続いています。１月中旬は平年並みに近づいています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○降水量 
11 月は雨の日が多く、11 月の降水量は平年よりかなり多くなっています（平年比
180％）。12月は 1度に降る雨の量が多く、降水量は平年比 144％となっています。 
1月に入ってからは晴天が続き、雨の日は少なくなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





＜今後の対策＞ 
 
○ 追肥 
本年は生育が非常に早くなっています。 
特に 11 月上旬までに播種した麦は、７葉目が抽出し出すものも現れてきましたの

で、早めの追肥が必要です。 
また、12月以降に播種した小麦については、葉色がうすくなってきたほ場や茎数が

少な目と思われるほ場では、積極的につなぎ肥（窒素２kg/１０ａ程度）を施用してくだ
さい。 

 
１回目の追肥は穂数確保を目的として実施します。 
 
・６葉期を迎えたら､１回目の追肥（窒素２～３kg/１０ａ）を施用してください。 
・６葉期を迎える時期は、 
１１月上旬の播種では 1月下旬頃、 
１１月中旬以降の播種では２月上旬以降、と予想されます。 

  
 また、６葉期を迎えるまでの期間が長くなりそうなほ場でも、茎数確保のために、積
極的な追肥（窒素３ｋｇ/１０ａ）をしましょう。 
 
○ 麦踏み 
麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期までに実施してください。 


